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学生の 視点か ら見た実習後 の 話し合い の 意義
　　　　　　　　　　　　保育方法の原点を探るPt

　　　　　　　　　　　　　　　 上垣内伸 子

　　　　　　　　　　　　　（十文孚学園女子 大学 ）

1．は じめ に

　演者 らは、こ れ ま で 2 年制 の 保育者養成課程に お け

る 1年 次 の 参 加 観察実習お よび 事後指導 の あ り方に っ

い て 報告 して き た （第 51 ／ 52 ／ 53 ／ 55 回 大会）。

　 1 年 次 の 実習 は 基 本 的 人 間 理 解 を 目的 と し て い る。

具体的 に は、後期 に 週 1回 隔 週 で養護学校幼稚部 で の

参加実習 （1回 ）と幼稚園で の 参 加 観察実習 （3回 ）、

翌 週 は 実 習 レ ポー
トを 基に し た 小 グル ープ で の 話 し合

い （フ仁 ドバ ック授業）を行 っ て い る 。 実習自体 の 回数

は 少 な い が、保育を振 り返 っ て 話 し合 い 、「省 察 」 を

実習の 流れの 中に 明確 に位置付 け る こ とに よ り、保 育

行為の 自覚化が 促 が され、保育者 と して の 反省的態度

が 育つ と考 え、実習後 の 記録 と学生
一

人
一

人 に 焦点 を

当て た話 し合い に 重 点 を お い て い る。フ仁 ドバ ック授 業

で は、ク ラ ス を 3 分 割 した 約 20 人の グル
ープ を 3 人

の 担当者が 1 つ ずつ 受け持ち、参加者の 中か ら毎回 1

〜2 名 の 実習記録を取 り上 げ、そ の 記 述 か ら子 ど もと

実 習生 の 気持 ち、関係等 に つ い て考え る。この 実習後

の 話 し合 い に 関 して の 私 た ち 実習指 導担 当 者 の 意図

は、そ れ ぞれ が 自分の 実習体験 と重ね合わせ なが ら意

見 を 出 し合 うこ とで 、保育後 の 省察を 深 め、子 ど もの

内 面理 解 と 自己 の 行為の 自覚化 を促 し、そ の 時 々 の 自

分 の 保 育課 題 を 見い だ す こ とに ある。

　今 回 は、こ の よ うな意図を持 っ た 実習指導が 果た し

て どの 程度学生 側 に理解 され、自分な りの 意義が 見 い

だされ て い る の か、実習後の 話 し合 い の 有効性 に つ い

て探 る こ と を試 み る。

2 ．方法 と対象

　1999 年度入 学 の 学生 の うち 1 年次に埼 玉 県内 の 私

立 D 幼稚園に て 実習 し た 8 名 を 取 り上 げ、2 年間の す

べ て の 実 習が 修 了 し た 2 年 次 後 期 （2001年 1月 ）に 、

1 年 次 に 行 っ た フt−・ド バ
ック授業を振 り返 り、実習後 の

話 し合 い を 通 して 何を考 え、どん な影響 を受 け、自分

に とっ て どの よ うな 意味 を もっ て い た か に つ い て考え

る グル
ープ 面 談を 行 い 、そ の 記録を基に 考察す る。

3 ．結果および考察

　2 年次 の 1 月 に 行っ た 8 人 の 面 談 記 録 か ら、学生 か

ら見た 実習後 の 話 し合い の 意義 につ い て 整理 し、考察

す る 。 （囲み は 学生 の 発 言記録）

  保育体験の 共有と確認

　話 し合うこ とで、保育体験だけで な く保育 中の 不 安

な気 持 ち な どの 感情も共有され、そ れ が安 心感 と次 の

実 習 へ 意欲的に 取 り組む 態度 の 形成に作用 す る。
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1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
！か不安な気持ちだっ たり、関 わりながらもいい の かなとい うこ l
lとが たくさ棚 ・ た気 がする ． それを二の フ・

一
ドバ ・ クの刷

1合 いな か で、岡 じ気持ちでい る人が い るんだなと気 付 けた りl

lすることで、ち・・ と落鰭 けたり皮 ，ひで きたりする・とが たi
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，
1くさん あっ た 。 ひ とりで不 安だと何だか辛 くなっ て しまうが、み l
lん なも同じzareちなんだなとち・ ・ と共 感できるの が、私に とi
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  保育観の 形成と洗練

　話 し合 う こ とが 、保育に 対す る 自分 の 考 え が形作 ら

れ て い く こ とを 促 進 し、継続 した 話 し合 い の 中で さ ら

に 洗練 され て い く e

r羅 マ瓶爾 羮齶溜 慕 嚇 菰天あ癜 碗
1きたい と思 っ た 。 1年生 よりも2年 生 の 方 が い ろい ろと体 験しl

lてきて、自分の考 えもたくさん持 ・ て い てい ると思うの で、どん it　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
1どん意見 が言い 合 える出せ る ような気 がす るし、みんなの意 ！

i見を是非聞きた い 。　　　　　　　　　　　　　　　　｝コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
1 実習 を終 えて しば らく時間がたっ て、ふ り返る時聞が あっ 1
；て、あの 時・うだ・ たん だなとか、そう・・うの をち・・ と落 ち着 l
lい た時間 に話 し合えるとい い。実習 直後 の 強く印 象に 残っ て l

iい る・ と鮒 で はなくて、しばらくた・ たあとで、小さなことでふi
lっ と思い 出して、「ああ、あんなことが あっ たな」と考 える、そう1
コ　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 ユ

iい うこ ともけっ こ う大切なこ とだと思う。　　　　　　　　　 ｝

1 話 をして い るうちに だん だん 自分 で考 えが まとまっ てい くこ1
す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iともあると思うの で、じっ くり話して み たら、何か い ろい ろな考 i
lえ方ができたりするの か なと思 う。人と話しなが ら次箪 に自分 ！
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

＠壷空墾髪佳皇往祖」脛  一．一一一一一一一一．一．一＿一＿ 一一一．一，丿

  保育者として の 自分の 成長・変化 の契機

　人 の 意見 を と り入 れて 自分 の 保育を省察す る こ と に

よ り、自分の 保育の 考え 方や 子 どもに 向 か うときの 態

度が 変化 した。そ の 自分 の 変 容 を 保育者 と し て の 成長

プ ロ セ ス と肯定的 に 受 け と め て い る。
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l受 け止 め て ．e分 の 中でじっ く膀 えてみ る。人の 囎 や 考 えl
lを知 ることで 、自分が 体験 した以上 に保 育の 体験 が広が る気 l

lがするe 　　　　　　　　　　　 i
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i 友 達の 記録 や 発 言が、自分は思 い つ かない ことだっ たり、i
！こういう考え 方もあっ た ん だな とい うの もあるし、自分 はそれ 1
ロ　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　

iが い いと思っ たけれ ど、友達 は全 く逆 だっ た りもす る。例 え i
！ば、子どもの ため にというの はうまくまとめることで はない とい 1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

iうような発 書があっ た。私 は 最初に 実習に 入っ たときには、先 iヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
1生 とい う存在として入 っ た気 がする。素直 に謝っ たなどと、子 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

iどもの 行 動を評価す る自分 がい た 。 先生 としてい ざこざもうま i
kまとめ よう、まとめ るの が い い 先生 だと考えてい た。　　　 1
コ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

i い ろい ろな人 の が 聞けるか ら、話し合 い 機 会が 絶 対あっ た ｝

！ほ うがい い 。
「Eさん、それ は 違うよ 」とか 、「そうい うか か わLJ　I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ

i方 は よくない ん じゃ ない か 」とい うふ うに は だ れも言わ ないけ i
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

iれ ど．話し合っ てい るうちに、「ああ、私の あの 関わ り方はちsl
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
1っ と違っ て たんじゃ ない かな」とい うようなことを自分 で感じる 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ1ように なる。　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　 ・
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ

1　私は、けん か場 面に 出会うと、い つ も同じような解決 の し方 i
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

；をして いた 。まず は お 互 い の 膳 を聞 い て、最 終的 には 仲 直 りi
lの ような感 じにもっ て い く。で も、もっ と違う、謝 るとか 仲直 りす 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ

iるとい うだ 1ナの 解決 じゃ なくて、時間 を掛け るとか、何 か 別 の i
防 法 が もっ とあ る ん じゃ な い か と考 える ように な っ て きた。仲 l

l直りさせ ようと思っ て い る 私が 話すと、仲9 ・Jすることを子 ども1
1に押しつ けて い るような感じになるから、私が言 うと子どもは i
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ

1受 け 入 れ るしか な い の か な、それ で 本 当 に い い んだ ろうか と i
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  自分の 体験と重ね合わせ ることの 困難さ

　 自分の 体験 とは 異な る 保育事例や 考 え 方 が全 く異な

る意見に 対 して は、自分 を重ね 合わ せ て 考え る こ とは

難 しい 。け れ ども、取 り込 ん で お くこ とで 、後の 自分

の 省 察の 広 が り深 ま りにつ な が る。
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1育 をして書い た レポートか ら私 自身 が何 を学 べ るの か、とい う1
ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

iと、自分 が体験 してい る わ け で は ない か ら、深 く考 えるとこ ろ i
lまで はい か ない が、友達の 体験、その 事 例などを通して 、自 ！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

1分 は そ の ときどうす るか なということを少 し考 える時聞 ができ i
lるの で 、その 中で 学べ るこ とが あるん じゃない か と思う。そう！
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 レ

む璽墜二ど埜至生經噬 重塑塾黛く塁2生．一一一丿

鉦蓬癒 癒粥 獄 菰喜弼緬 聶 手義 謎 乏葆司
1をして 書い た レポートか ら私 自身が何 を学 べ る の か 、とい う1
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

1と、学べ る点もあっ た けど、逆に 全 く自分と状 況も何 もか も違 i
1うと、自分 の こ ととして考えられない。自分の 意 見がまとまらi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ

iな か っ た り．どう考え てい い の か も全 然 わ か らず に 話 し合 い i
lの 場が終わる。けれども、その とき分 か らなか っ た ことに、ず1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぴ
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  多面 的理解の 態度の 形 成

　 自分 と 子 ども との 間 で の や り と りや そ の 時 の 気 も ち

につ い て の さまざまな意見を聞くこ とに よ り、人 間の

行 動 の 多義性 が
．
認 識 され 、多面 的 理解 の 態 度が 形 成 さ

れ る
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1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1て いて 、でも私 が実習 に 行 っ た 日に は リレ
ー

の とき に 最後ま 1
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

iで 泣 かない で 頑張 っ て走 れて、み んなが 驚い たとい うことが i
lあっ た。ナ ッ ミち ゃ ん に 独 占され る ような形 で 1B 一緒す ご し！

1て い た 私は ．r泣 きむ しの 私」つ て し・うの を私 に は見せ たくない i，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
1とい う気持ちで頑 張っ て 最後まで 走って くれたの かなと考え、l

lそうい うことをレポー
トに書 いた。そ れに 対 して 先 生 （実習 指｝

！導〉か ら、「ナ ツ ミちや ん が泣 か ないで 頑張っ て走っ た ことにつ ！
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぼ

iい て、い ろい ろな角 度か ら考 えてみ て 」と言わ れ、その ことをi

I膏えたことが印象 に 残っ て いる．それ からはい ろい るな角 度1
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私 が保育することへ の 認識

　 あ る状 況 の 中で そ の 瞬 間に 自 らが 子 ども との 関係性

に お い て考え選 択 し行 動 す る とい う保育の
一・

回 性、独

自性や 、こ う した瞬間の 連続 が 保育で あ り、瞬間の 質

を 高 め る こ とが 保 育の 課 題 で あ る と気づ く。
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1生 が「言 うの は簡 単なんだけどね」と言い 、ちょっ と傷つ い た 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

1けれど、実際に 考えて み ると、記録を書きながら後 でこうすれ 1コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

iばよか っ たと考 えると．すご くきれい に まとまる。後 で 臼分で 1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

；考 えて、こうすれ ばよか っ たと反省するこ と自体 は大切なこと1
！だけ れど、実際に 次に 同じような状 況 になっ たときに は、反省 1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ

iしたこ とをその まま や るとい うわ けで は ない。状 況 は い つ も違 i
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
！うの だか ら、個 々 の 状況 で その 場で 判 断で きな い とい けない 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

iとい うこ とを 感じた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l 保育 の 後 で い ろい ろ考え が出 て きて、分 か っ た よ うな 気 に ！
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

iなるけれど、同じこ とは 起こ らない わけだ か ら、似た 状況 が過 i1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
！去に あっ たとしても、常 に初めて出会 った状況で、その 場 で考 ！
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
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　保育後 に 実習 生 同 t”：で 話 し合 う体 験 は どの よ うな意

味 を も っ て い る の だ ろ うか。保 育 を学 び 実習 を始 め た

ば か りの 時 期 の 話 し合い 故 に、そ の 時に は 十 分 に 言 語

化す る こ とが 出 来なか っ た り、自分 とは 異質な考 え を

取 り 込 ん だ け れ ど うま く消 化 され な い ま ま に な っ た り

す る けれ ど も、保育者 を 日指 して の 学び の 初期 時 点 で

行 っ た こ の 実 習 につ い て の 話 し合 い の 体 験が 起 点 と な

っ て 、保育後 に振 り返 っ て 省 察す る態度が 形成され 、

その 後 も継 続 し て 自分 の 中で 考え続 け なが ら実習 を 重

ね て い くこ とに よ っ て 、さまざ ま なこ とに 気 づ い て い

く。自分 の 中の 過 去 と現 在 、自 分 と他 者 の 保 育行 為 と

保 育 の 思 索 が 3 次 元的 に融 合 され 、そ の 人 な りの 保 育

観 と保 育ス タ イル が 構 築 され て い く。
こ の よ うに、考

え続 け る こ とに よっ て 初め て、実習後 の 話 し合い は 学

生 が 保 育者 と し て 成長 し て い く E で 意義あ る 体験に な

り うる もの で あ る と考え た。
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